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特集

地域が動く・プロジェクト最前線

つながる。感じる。生まれる。

01 北海道型ワーケーション !

C O N T E N T S

（西興部村）

共同実施地域紹介 / 帯広市、登別市、江差町、浦河町

（上士幌町）

“やっかいもの”を地域活性化の資源に

る

北海道創生ジャーナル

～エネルギー地産地消のまちづくり～

～地域資源としてのエゾシカ～



実施を検討中 4%
非常に関心がある

10%

やや関心が

ある 42%

あまり関心が

ない 35%

全く関心がない 5%

無回答 4%

◆特集 北海道型ワーケーション創る

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

（
仕
事
）
と
Ｖ
ａ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
休
暇
）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク

等
を
活
用
し
、
リ
ゾ
ー
ト
地
や
温
泉
地
、
国

立
公
園
等
、
普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
」

（
観
光
庁
『
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
』
よ
り

引
用
）
で
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
形

態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
休
暇
主
体
の
も
の

や
業
務
主
体
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
道
で
は

下
表
の
と
お
り
分
類
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
進
展
を
受
け
「
新
た
な

働
き
方
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
に
と
っ
て
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
受
入
が

つ
な
が
る
。感
じ
る
。生
ま
れ
る
。

な
ぜ
今
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
？

こ
れ
ま
で
の
取
組

道
で
は
、
北
海
道
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
な
ど
を
活
か
し
、
個
人
・
企
業
の
あ
ら
ゆ

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
「
北
海
道
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
推
進
に
、
道
内
市
町
村
と

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

道
に
お
い
て
も
、
急
速
な
人
口
減
少
が
進
む

中
、
本
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
は
も
と
よ
り
、

北
海
道
を
愛
し
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の

力
を
関
係
人
口
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
、
首
都
圏
等
か
ら
本
道
へ
の
新
た
な

人
の
流
れ
を
つ
く
る
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら

市
町
村
と
連
携
し
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
実
証
事
業
と
し
て
、
首
都
圏

企
業
等
９
社
の
社
員
を
対
象
に
、
休
暇
を
兼
ね

て
道
内
各
地
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
広
域
周
遊

型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

市
町
と
共
同
で
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
は

市
町
村
と
連
携
し
、
北

海
道
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
作
成
、
受
入
体
制
の
構
築
や
首
都
圏

企
業
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
及
び
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
内
市
町
村
へ
の
普
及
・

展
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

主に休暇 福利厚⽣型 有給休暇を活用してリゾートや観光地
等でテレワークを⾏う

主に業務

地域課題解決型 地域関係者との交流を通じて、地域
課題の解決策を共に考える

アイディア創出型 発想や視野の拡大を目的に非日常環
境で業務を実施

合宿型 チームビルディング等を目的に、場所を
変えて職場のメンバーと議論を交わす

サテライトオフィス型 BCP対策にも資するサテライトオフィス
やシェアオフィスでの勤務

その他

自営・フリー型 自らの判断で時間と場所を選ばず業
務と休暇を楽しむ

ブレジャー 出張先等で滞在を延⻑するなどして余
暇を楽しむ

ボランティアワーク型 個人がボランティアなど地域活動と併せ
て休暇を楽しむ

ワーケーション実施形態の道における主な類型

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、
ひ
い
て
は
移

住
・
定
住
や
企
業
誘
致
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
全
国
的
に
取
組
が
増
加
し
て
お
り
、

国
に
よ
る
支
援
制
度
の
創
設
・
拡
充
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
（
Ｗ
Ａ
Ｊ
）
の

設
立
な
ど
、
活
発
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

＜北海道でのワーケーションの関⼼＞

関心ありの
企業５６％

首都圏企業を対象としたニーズ調査結果より抜粋

WORK+VACATION

さまざまな種類があるワーケーション

（北海道,令和2年度）

16
39



北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
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◆特集 北海道型ワーケーション創る

②
企
業
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
・
相
談
対
応

市
町
村
が
提
供
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
各
種

施
設
、
自
然
環
境
等
の
情
報
を
「
北
海
道
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
お
い
て
一
元

的
に
情
報
発
信
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
と

共
に
、
相
談
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局 地域政策課で担当しております。
○記事に関するお問い合わせ先 移住交流係（011-204-5089）

①
道
内
・
首
都
圏
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

北
海
道
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
窓
口
と
し
て
、

道
内
企
業
や
首
都
圏
企
業
等
の
誘
致
及
び
市
町

村
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
北
海
道
型

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ロ
ゴ

及
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
つ
な
が
る
。
感
じ
る
。

生
ま
れ
る
。
」
を
定
め
、

次
の
取
組
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 令

和
３
年
度
の
取
組

③
オ
ー
ル
北
海
道
に
よ
る
推
進

道
と
共
同
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施

す
る
意
向
を
持
っ
た

市
町
村
（
９
月
現
在
）

と
は
「
受
入
検
討
会
議
」
を
、
関
係
企
業
・
団

体
と
は
「
推
進
協
議
会

」
を
構
成
し
、
共
同

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
首
都
圏
等
で
予
定
し
て
い
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、
道
内
市
町
村
に
お
け

る
実
証
事
業
・
受
入
も
取
り
止
め
が
相
次
い

で
い
る
状
況
で
す
が
、
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
え
ば
北
海
道
」
と
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
関
係
者
間
で
連
携
し
、
北
海

道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
展
開
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
道
と
共
同
実
施
し
て

い
る
地
域
の
中
か
ら
４
市
町
の
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

④
道
内
へ
の
普
及
・
展
開

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
資
す
る
北
海
道

型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
を
全
道
に
普
及
・

展
開
さ
せ
る
べ
く
、
道
内
全
市
町
村
を
対
象
と

し
た
「
普
及
推
進
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

豊かな
自然環境

サテライト
オフィス

開設企業数
日本一

12年連続
魅力度
全国一位

道内市町村の
６割強が

受入に意欲

魅力溢れる
食や観光

＜北海道でのワーケーションへの期待＞
雄大な自然を背景とする心身のリフレッシュ、
モチベーション向上

首都圏企業を対象とした
ニーズ調査結果より抜粋

道内企業、教育機関等との交流を通じた取
引先拡大や新規ビジネスの創出

非日常の世界と業務を結びつけることによる
新たな視点、アイデアの醸成

道内企業、教育機関等との交流を通じた新
規人材の発掘・確保
同僚とのワーケーション共有を通じたチーム
ワークの進化

感染症拡大に伴う三密の回避

北 海 道

○関係者連携の取組の調整
○ワンストップ窓口（マッチング・相談

対応など）
○関係各部局での事業展開など

市 町 村

○ニーズに応じた受入
○ワーケーションプランの磨き上げ
○共同プロモーションの実施など

企 業 ・ 団 体

○既存事業と連携した取組の展開
○共同プロモーションの調整・実施
○各関係者による積極的な試行など

※北海道型ワーケーション推進協議会構成員
北海道経済連合会、（一社）⽇本旅行業協会北海道支部、
（一社）北海道移住交流促進協議会、（公社）北海道観
光振興機構、北海道地区レンタカー協会連合会、北海道
エアポート（株）、北海道
<オブザーバー>北海道経済産業局、北海道運輸局

▼
特
徴

利
用
者
は
自
分
好
み
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
探
し
、
サ
イ
ト
上
か
ら
実
施
に
向
け
た
相

談
・
申
込
み
が
可
能
で
す
。
相
談
・
申
込
み

に
は
道
と
市
町
村
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

▼
掲
載
内
容

・
共
同
実
施
市
町
村
の
情
報

（
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ワ
ー
ク
施
設
・
宿
泊
施
設
等
）

・
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
情
報

・
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
記
等

Instagram Facebookポータルサイト

公式ＳＮＳではポータル
サイトと連動し、体験記
などを発信しています

本
道
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
食
・
観
光
の

魅
力
に
加
え
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
企

業
数
⽇
本
一
な
ど
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
受
入
の
素

地
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ニ
ー
ズ
調
査
か
ら

は
、
本
道
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
の
あ

る
首
都
圏
企
業
が
半
数
を
超
え
る

％
に
の

ぼ
り
、
特
に
本
道
ら
し
い
雄
大
な
自
然
を
背
景

と
す
る
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
へ
の
期
待
が

％
と
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
様
な
特
色
を
持
つ
１
７
９
市
町

村
に
よ
る
、
個
人
・
企
業
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
じ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が
可
能
で
あ

り
、
こ
う
し
た
本
道
の
強
み
を
活
か
し
た
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
今
年
度
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

本
道
な
ら
で
は
の
魅
力

地域住⺠との交流や社会貢献活動を通じた
ビジネス以外での関係構築

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

62

69

56

※



十
勝
シ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
（
株
）
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
モ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
所
、
十
勝
バ
ス
（
株
）
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
／
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｘ
（
株
）
、
（
一
社
）

大
丸
有
環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会
（
三
菱
地

所
）
、
（
株
）
電
通
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
（
株
）
、
（
株
）

ジ
ョ
ル
テ

平
成

年
７
月
に
㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
観

光
振
興
を
柱
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、

平
成

年
４
月
に
同
社
と
帯
広
市
及
び
地
元

金
融
機
関
等
の
出
資
に
よ
り
株
式
会
社
を
設

立
、
の
ち
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、
雄
大
な
自
然

や
豊
か
な
食
を
活
か
し
た
、
癒
し
や
ゆ
と
り

の
中
で
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ビ
ジ
ネ

ス
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
組
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
首
都
圏

を
中
心
と
し
た
企
業
や
学
習
塾
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

街
な
か
で
は
、
昨
年

月
に
十
勝
シ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
㈱
・
第
一
生
命
保
険
㈱
・
帯
広
市

の
３
者
で
「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
に
向
け

た
協
定
」
を
締
結
し
、
今
年
４
月
に
地
域
に

開
か
れ
た
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
と

「
地
域
の
観
光
・
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報

03

帯
広
市

雄
大
な
自
然
や
豊
か
な
食
を

活
か
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
契

機
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普
及
に
よ

り
、
「
地
方
で
働
き
、
暮
ら
す
」
と
い
う
東

京
一
極
集
中
是
正
に
向
け
た
流
れ
が
芽
生
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
こ
の
流
れ
を

と
ら
え
、
首
都
圏
企
業
（
関
係
人
口
）
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継
続
す
る
な
ど
地

域
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
に
ま

で
深
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リゾベーション協議会のモデル体験ツアー

帯
広
市
は
、
都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
ま
ち

で
、
郊
外
・
街
な
か
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
活
か

し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
び
ひ
ろ

DATA
【人口】

165,317人 (令和３年７月現在)

【問い合わせ先】

観光交流課／商業労働課

TEL：０１５５－６５－４１６９

０１５５－６５－４１６４

【関連WEBサイト】

北海道型ﾜｰｹｰｼｮﾝ

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ(帯広市)

れ
た
ほ
か
、
地
元

出
版
社
が
作
成
し

た
雑
誌
「
ス
ロ

ウ
」
に
特
集
さ
れ

る
な
ど
、
リ
ゾ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
地
域
分
散
型
社

会
の
実
現
に
向
け

た
官
民
を
挙
げ
た

挑
戦
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
ン
プ
等
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア

サ
ウ
ナ
や
ア
イ
ヌ
舞
踊
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
も
図
っ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
帯
広
市
か
ら
の
委
託
事
業
以
外
の

取
組
も
進
め
、
内
閣
府
か
ら
令
和
３
年
度
の
関

係
人
口
創
出
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
に
採
択
さ

し
▼
帯
広
市
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

▼
取
組
の
特
色

▼
今
後
の
取
組
の
方
向
性

ビジネスキャンプでのアイヌ文化体験

「
十
勝
・
帯
広
リ
ゾ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
」

の
会
員
企
業
が
関
係
性
を
有
す
る
企
業
に
対

し
て
１
対
１
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行

う
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
事
業
を
協
議
会

に
委
託
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
通
常

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
十
勝
・
帯
広

の
地
域
資
源
を
新
し
い
視
点
で
捉
え
、
新
規

事
業
を
興
す
「
リ
ゾ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
ゾ
ー

ト
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
＋
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
」

の
考
え
に
よ
り
、
首
都
圏
企
業
の
呼
び
込
み

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新設されたコワーキング施設 アウトドアミーティングの様子

◆特集 北海道型ワーケーション創る

▼
首
都
圏
企
業
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

発
信
ス
ペ
ー
ス
」
を
市
内
中
心
部
に
開
業
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
首
都
圏
企
業
の
掘
り
起
こ
し

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
組
を
通
じ
て

【
十
勝
・
帯
広
リ
ゾ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
会
員
】

1

QRコード読取▶

「関係人口創出/拡大に向けた協定」締結式
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温
泉
は
、
心
身
の
故
障
や
ス
ト
レ
ス
を
緩

和
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
温
泉

を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
学
生
を
巻
き

込
ん
だ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
な
ど
の
ユ
ニ
ー

ク
な
研
修
を
組
み
合
わ
せ
る
「
湯
治
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
可
能
性
を
探
り
、
企
業
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
受
入
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
内
閣
府
の
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー

ク
交
付
金
を
活
用
し
、
市
内
に
あ
る
⽇
本
工

学
院
北
海
道
専
門
学
校
に
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

等
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
産
官

学
が
共
同
し
た
研
修
や
人
的
交
流
の
場
の
提

供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

６
月
に
は
、
有
識
者
や
道
内
外
の
企
業
向
け

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
同
校
で
初
め
て
実
施
し

ま
し
た
。
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

地
元
か
ら
も
同
校
の
学
生
・
先
生
の
ほ
か
、

市
議
会
議
員
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、
登
別

室
蘭
青
年
会
議
所
、
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
の
方
な
ど

名
が
参
加
し
、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2

登
別
市
の
特
色
を
活
か
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

幅
広
い
可
能
性
を
探
る
た
め
、
家
族
連
れ
・
職
場
・

個
人
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
た
３
つ
の
パ
タ
ー
ン

「
福
利
厚
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
」
「
研
修
・
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
型
」
「
ノ
マ
ド
・
ブ
レ
ジ
ャ
ー
型
」
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

特
に
温
泉
を
活
か
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
に
向
け
、
有
識
者
等
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
企
業
の
皆
様
が
登
別
市
に
社
員
を
送
り
出
し

た
く
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
内
容

登
別
市
は
⽇
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
で
、
国

内
外
か
ら
年
間
約
４
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
登
別
温
泉
は
９
種
類
も
の
温
泉
が
湧

き
出
す
「
温
泉
の
デ
パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
カ

ル
ル
ス
温
泉
は
北
海
道
で
第
１
号
の
「
国
民
保

養
温
泉
地
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
湯
治
場
と

し
て
有
名
で
す
。

温
泉
地
と
し
て
の
高
い
知
名
度
に
加
え
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

数
多
く
有
し
、
新
千
歳
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
良
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
層
の
誘
客
促

進
及
び
関
係
人
口
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
令
和
３
年
１
月
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
３
泊
４
⽇
の
⽇
程

で
湯
治
に
よ
る
長
期
逗
留
の
素
地
が
あ
る
カ

ル
ル
ス
温
泉
を
中
心
に
実
施
し
、
俱
多
楽
湖

で
の
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
の
体
験
や
温
泉
の
宿

泊
施
設
関
係
者
を
招
い
て
対
話
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
⽇
は
、
⽇

本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
を
会
場
に
「
登

別
市
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
」

や
「
地
域
一
丸
と
な
っ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

企
業
誘
致
」
な
ど
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

登
別
市

温
泉
と
研
修
を
組
み
合
わ
せ
た

「
湯
治
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進

カルルス温泉開湯100年

の
ぼ
り
べ
つ

DATA
【人口】

46,375人 (令和３年７月現在)

【問い合わせ先】

総務部企画調整グループ

TEL：０１４３－８５－１１２２

【関連WEBサイト】

北海道型ﾜｰｹｰｼｮﾝ

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ(登別市)

し
▼
登
別
市
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

▼
取
組
の
特
色

▼
今
後
の
取
組
の
方
向
性

⽇本工学院北海道専門学校でのワークショップ

カルルス温泉でのワークショップ 登別地獄谷

創る ◆特集 北海道型ワーケーション

▼
令
和
３
年
度
の
取
組

⽇本工学院北海道専門学校内のワークスペース

大湯沼

04

地獄の谷の⻤花⽕

⽇本工学院北海道専門学校でのワークショップ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
地

元
の
方
と
交
流
で
き
、

観
光
だ
と
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
登
別
市
を
知

れ
て
楽
し
か
っ
た
。

参
加
者
の
声

カ
ル
ル
ス
温
泉
は
泉
質

が
よ
く
静
か
な
環
境
で

癒
さ
れ
た
。

QRコード読取▶
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DATA
【人口】

7,190人 (令和３年７月現在)

【問い合わせ先】

まちづくり推進課 広報統計係

TEL：０１３９－５２－６７１２

【関連WEBサイト】

北海道型ﾜｰｹｰｼｮﾝ

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ（江差町）

江
差
町

海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫
で
き
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

江
差
町
は
⽇
本
海
に
面
し
た
漁
業
・
農
業

が
盛
ん
な
檜
山
管
内
の
中
心
的
な
町
で
す
。

町
が
誇
る
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

え

さ
し
ち
ょ
う▼

江
差
町
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
も
め
島
を
海
洋
体
験
や
海
洋
教
育
の
拠

点
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
⽇
本
財
団
海
と

⽇
本
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
の
中
か
ら
で
も
海
を

一
望
で
き
る
ド
ー
ム
型
の
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
テ

ン
ト
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
水
回
り
の
設
備
等

の
施
設
整
備
の
ほ
か
、
海
を
学
び
体
験
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
ま
し
た
。

現
状
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
っ
た
施
設
が
町
内
に
お
い

て
不
足
し
て
い
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
に

対
応
可
能
な
施
設
や
設
備
の
整
備
検
討
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
リ
ン
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は
現
在
観
光
客
向
け

の
１
泊
の
み
の
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す

が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
長
期
滞
在

向
け
の
連
泊
プ
ラ
ン
の
新
設
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
か
ら
見
る
と
檜
山
地
域
の

知
名
度
は
道
内
の
他
地
域
と
比
較
し
て
も
低

い
状
況
で
あ
り
、
単
独
で
誘
致
・
宣
伝
を
し

て
も
効
果
は
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
檜
山

振
興
局
や
管
内
市
町
村
と
連
携
し
て
「
オ
ー

ル
檜
山
」
で
の
足
並
み
揃
え
た
取
組
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
整
備
に
あ
た
っ
て

か
も
め
島

マ
リ
ン
ピ
ン
グ

「
マ
リ
ン
（
海
）
」
と
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
（
豪

華
な
キ
ャ
ン
プ
）
」
を
あ
わ
せ
た
造
語
「
マ
リ
ン

ピ
ン
グ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
町
内
の
観

光
名
所
で
あ
る
「
か
も
め
島
」
で
、
宿
泊
や
食

事
、
海
洋
体
験
な
ど
、
海
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
え
る
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
か
も
め

島
の
上
に
あ
る
テ
ン
ト
に
泊
ま
り
な
が
ら
、
環

境
を
活
か
し
た
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
や
凧
揚
げ
、

海
釣
り
な
ど
が
で
き
る
、
島
な
ら
で
は
の
海

洋
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
観
光
客
な
ど

町
外
か
ら
の
受
け
入
れ
機
会
が
減
少
し
て
い

る
中
、
新
た
な
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
の

糸
口
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
令
和
２
年
６
月
か
ら
北
海
道
型

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
参
画
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
「
か
も
め
島
」
を
活
か
し
、

▼
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
策
定

▼
今
後
の
取
組
の
方
向
性

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
キ

ャ
ン
プ
体
験
な
ど
自

然
を
肌
で
感
じ
ら
れ

る
個
人
及
び
家
族
向

け
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー

化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

市街地と陸続きでつながるかもめ島

（
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
、

マ
リ
ン
カ
イ
ト
、
海

釣
り
、
カ
ニ
釣
り
）

◆特集 北海道型ワーケーション創る

マリンピングテント内部

カニ釣り体験

マリンカイト体験

海洋体験（海釣り）

北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
環

と
し
て
、
近
接
す
る
函
館
市
・
今
金
町
・
江

差
町
の
３
市
町
に
よ
る
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。
４
泊
５
⽇
で
３
市
町
を
周
遊

す
る
プ
ラ
ン
で
、
江
差
町
で
は
ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ

ｉ

Ｆ
ｉ
を
貸
与
し
、
宿
泊
施
設
や
公
共
施

設
等
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
し
つ
つ
、
か
も

め
島
を
中
心
と
し
た
海
洋
体
験
を
し
て
も
ら

う
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
ま
し
た
。
令
和
３
年

８
月
開
始
で
、
取
組
を
始
め
て
間
も
な
い
こ

と
や
感
染
症
対
策
に
よ
る
移
動
制
限
な
ど
も

あ
り
、
ま
だ
受
入
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

05

マリンピングでのBBQ

▼
取
組
の
き
っ
か
け

QRコード読取▶
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4

現
役
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
平
成

年
度
か

ら
平
成

年
度
に
か
け
て
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
ニ

タ
ー
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

町
の
取
組
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
事
業
に
参
加
い
た
だ
い
た
方
の

馬とのふれあいによる癒し効果があ
る乗馬体験

浦
河
町

馬
や
自
然
環
境
に
よ
る
〝
癒
し
”
を

活
か
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

浦
河
町
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
本
格

的
に
動
き
始
め
て
間
も
な
い
た
め
、
こ
れ
か

ら
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
や
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
掲
載
内
容
の
充
実
、
そ
の
ほ
か
既
存

施
設
に
不
足
し
て
い
る
も
の
が
な
い
か
な
ど
、

競走馬として活躍した功労馬と
同じ空間で仕事ができる再現厩舎

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

小
正

様

浦
河
町
は
、
⽇
高
山
脈
の
ふ
も
と
に
位
置

す
る
一
次
産
業
が
盛
ん
で
軽
種
馬
産
業
が
地

域
に
根
ざ
し
て
い
る
町
で
す
。

町
で
は
自
然
風
景
、
食
事
、
気
候
、
街
並

み
、
馬
と
い
う
５
つ
の
「
癒
し
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

う
ら
か
わ

DATA
【人口】
11,791人 (令和３年７月現在)
【問い合わせ先】
商工観光課
移住交流テレワーク誘致推進室
TEL：０１４６－２６－９０１３
【関連WEBサイト】
ﾜｰｹｰｼｮﾝ・ﾃﾚﾜｰｸ
in北海道うらかわ町

乗馬公園内にあるテレワークスペース

し
、
町
民
の

方
々
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
で
有

意
義
な
ワ
ー
ケ

シ
ョ
ン
を
実
施

で
き
ま
し
た
。

再
現
厩
舎
で
馬
の
雰
囲
気
・
に
お
い
に

囲
ま
れ
な
が
ら
の
ワ
ー
ク
は
、
と
て
も
テ

ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。
単
に
テ
レ

ワ
ー
ク
す
る
の
で
は
な
く
、
非
⽇
常
を
感

じ
な
が
ら
、
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
を
吸
収

す
る
こ
と
。
当
初
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
、

美
味
し
い
食
事
と
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
堪
能

ち
ょ
う

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
全
国
的
に
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
企
業
等
が
増
え
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ

ス
の
整
備
や
北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事

業
へ
の
参
加
な
ど
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
浦
河
町
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

▼
取
組
の
き
っ
か
け

▼
取
組
の
特
色

▼
今
後
の
取
組
の
方
向
性

特
に
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

既
存
施
設
の
改
修
を
含
め
、
現
在
町
内
６
か

所
に
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
の
延
長
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
だ

け
で
は
な
く
、
厩
舎
の
中
や
銭
湯
の
２
階
、

元
畳
店
な
ど
、
町
の
人
や
自
然
と
交
流
が
で

き
る
施
設
も
設
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

う
ら
か
わ
優
駿
ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
内
に

は
競
馬
で
活
躍
し
た
功
労
馬
と
同
じ
厩
舎
で

テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
し

て
お
り
、
他
に
は
な
い
環
境
で
の
テ
レ
ワ
ー

ク
が
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、
乗
馬
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
も
体
験
で
き
ま
す
。

創る ◆特集 北海道型ワーケーション

06

中
に
は
、
今
で
も
浦
河
町

に
何
度
も
訪
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
リ
ピ
ー
タ

ー
獲
得
に
向
け
た
事
業
展

開
が
今
後
も
必
要
に
な
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
方
に
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

テレワークオフィス

QRコード読取▶

利
用
者
の
声
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酪
農
・
畜
産
が
盛
ん
な
上
士
幌
町
で
は
、
人

口
約
５
０
０
０
人
に
対
し
、
牛
の
数
が
４
万
頭

以
上
も
い
ま
す
。
産
業
の
拡
大
に
よ
り
飼
育
す

る
牛
の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
家
畜
ふ
ん
尿
の

適
正
な
処
理
と
利
活
用
が
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
内
の
農
業
関
係
者
で
組
織
す

る
上
士
幌
町
農
業
再
生
協
議
会
の
中
で
、
家

畜
ふ
ん
尿
処
理
の
課
題
整
理
と
調
査
研
究
を

行
っ
た
結
果
、
平
成

年
度
か
ら
町
全
域
で

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
ト
の
整
備
と
同
時
に
、
発
電
さ
れ

た
電
力
の
地
域
内
供
給
や
余
剰
バ
イ
オ
ガ
ス

に
よ
る
熱
源
利
活
用
を
図
る
た
め
に
、
町
や

農
協
、
北
海
道
ガ
ス
な
ど
の
関
係
者
で
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
連

携
協
定
を
結
び
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
循
環
の
た
め
の
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

上士幌町

上
士
幌
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
の
し
く
み

取
組
の
き
っ
か
け

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
と
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
微
生
物
の
力
を

使
っ
て
生
ゴ
ミ
や
家
畜
の
ふ
ん
尿
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

で
発
電
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
十
勝
地
方
の
上
士
幌
町
で
行
わ
れ
て

い
る
畜
産
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
利
用
し
、
地
域
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循

環
さ
せ
る
取
組
に
つ
い
て
、
町
の
方
に
詳
し
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

上士幌町のエネルギー循環のしくみ

撒
く
液
肥
と
し
て
農
地
に
還
元
し
、
再
利
用

す
る
な
ど
、
無
駄
の
な
い
仕
組
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

ま
た
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
有
限
会

社
ド
リ
ー
ム
ヒ
ル
で
は
、
発
電
に
必
要
な
量

以
上
の
ガ
ス
を
発
生
し
た
時
に
余
剰
と
な
る

バ
イ
オ
ガ
ス
を
熱
源
に
利
用
し
て
ハ
ウ
ス
施

設
園
芸
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆地域が動く・プロジェクト最前線①創る

地
域
を
め
ぐ
る

バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

―
―

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
ま
ち
づ
く
り

上士幌町 企画財政課

老月 隼士さん

お話を伺った方

度
で
発
酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
生
成
し

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
行
い
ま
す
。
発
電
さ
れ

た
電
気
は
電
力
会
社
に
売
電
さ
れ
、
地
域
の

小
売
電
気
事
業
者
に
よ
っ
て
、
地
域
に
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
発
酵
後
に
残
る
消
化
液
は
固
体

と
液
体
に
分
け
活
用
し
て
い
ま
す
。
固
体
は

牛
の
寝
ワ
ラ
な
ど
の
代
わ
り
に
リ
サ
イ
ク
ル

敷
料
と
し
て
、
液
体
は
草
地
や
畑
地
な
ど
に

07

家
畜
の
ふ
ん
尿
は
、
酪
農
・
畜
産
農
家
に

よ
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
持
ち
込
ま

れ
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
ふ
ん
尿
を
約

⽇
間

29
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『
か
み
し
ほ
ろ
電
力
』

す
る
た
め
の
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
」
の

設
立
と
運
用
の
検
討
や
国
内
外
の
先
進
事
例

視
察
等
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
で
は
民
間
の
力
を
中
心
に
循
環
型
農

業
の
展
開
が
図
ら
れ
て
お
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
整
備
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
酪

農
・
畜
産
農
家
や
農
協
等
が
出
資
し
設
立
さ

れ
た
株
式
会
社
上
士
幌
町
資
源
循
環
セ
ン

タ
ー
が
行
い
、
町
内
農
家
の
家
畜
ふ
ん
尿
を

集
め
処
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
ヒ
ル
で
は
、

自
社
で
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
整
備
し
、

牧
場
で
飼
養
し
て
い
る
牛
の
ふ
ん
尿
を
個
別

に
処
理
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
町
有
施
設

を
含
め
町
内
６
カ
所
計
７
基
の
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

運
用
が
す
す
む
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で

す
が
、
今
後
も
持
続
的
な
運
用
を
す
る
た
め

に
民
間
と
連
携
し
、
取
組
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
む
け
て

地
域
で
生
ま
れ
た
電
力
を

ふ
た
た
び
地
域
へ

電
力
以
外
の
分
野
で
も

バ
イ
オ
ガ
ス
電
気
を
活
用
し
た

地
域
振
興

創る ◆地域が動く・プロジェクト最前線①

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
と
ま
ち
に

適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
仕
組
を
協
同
で

検
討
す
る
た
め
、
連
携
協
定
を
結
ん
だ
５
者

に
、
上
士
幌
町
の
観
光
地
域
商
社
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
観
光
関
連
事
業
を
推
進
す
る
ま
ち
づ

く
り
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ｋ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
を

加
え
た
６
者
で
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地

産
地
消
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

を
構
成
し
、
道
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

事
業
化
モ
デ
ル
支
援
事
業
」
の
補
助
を
活
用

し
、
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

補
助
を
受
け
た
５
年
間
の
事
業
で
は
、
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
１
基
の
建
設
と
余
剰
バ

イ
オ
ガ
ス
熱
利
用
設
備
の
導
入
の
ほ
か
に
、

畜
産
業
に
お
け
る
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
た
め
の
畜
産
版
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
電
力
を
地
域
に
供
給

ナイタイテラス
日本一広い1700haの敷地を持つ公営牧場で
あるナイタイ高原牧場が一望できる

余剰バイオガスを熱源としたハウス栽培のイチゴ

平
成

年
２
月
よ
り
町
内
公
共
施
設
及
び

農
協
施
設
の
一
部
に
お
い
て
、
電
力
の
供
給

を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
道
の
駅
か
み
し
ほ
ろ
」
や
「
ナ
イ
タ

イ
テ
ラ
ス
」
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
公
共

施
設
に
町
内
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
か
ら

生
ま
れ
た
電
気
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
町
内
農
家
や
事
業
者
、
一
般
住

宅
へ
の
供
給
が
可
能
と
な
り
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
需
要
家
へ
の
供
給

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

08

地
域
で
の
循
環
は
電
気
以
外
の
分
野
で
も

徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
連
携
し
て
い

る
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
ヒ
ル
で
は
、
余
剰
バ

イ
オ
ガ
ス
を
熱
源
に
利
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
施
設
園
芸
で
育
て
た
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド

ウ
な
ど
を
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ケ
ー
キ
に
利
用

し
自
社
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
に
関
連
す
る
ツ

上士幌町
上士幌町農業協同組合
 ( 株 )上士幌町資源循環センター
 ( 有 )ドリームヒル
北海道ガス (株 )
 ( 株 ) k a r c h

再生可能エネルギー
地産地消のまちづくりコンソーシアム

地
域
で
生
ま
れ
た
電
気
を
地
域
に
供
給
す

る
た
め
、
小
売
電
気
事
業
者
「
か
み
し
ほ
ろ

電
力
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
か
み
し
ほ
ろ
電

力
の
運
営
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
あ
る
株

式
会
社
ｋ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
が
行
う
こ
と
と
な
り
、

平
成

年

月
に
小
売
電
気
事
業
者
登
録
が

完
了
し
、
「
か
み
し
ほ
ろ
電
力
」
と
し
て
地

域
の
電
力
供
給
に
向
け
た
取
組
を
一
つ
の
事

業
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
度
電
力
会
社
に
売
電
し
た

電
力
を
、
か
み
し
ほ
ろ
電
力

が
買
い
取
り
、
地
域
内
に
供

給
す
る
仕
組
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
生
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

居辺地区にある集中バイオガスプラント

ア
ー
な
ど
の
実
施
に
つ
い

て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

を
含
め
て
か
み
し
ほ
ろ
電

力
を
運
営
す
る
株
式
会
社

ｋ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
に
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
分
野

に
お
い
て
も
、
地
域
内
の

循
環
の
輪
が
広
が
り
は
じ

め
て
い
ま
す
。

本記事の取組は、上士幌町役場企画財政課・農林課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 上士幌町役場（01564-2-2111）
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◆地域が動く・プロジェクト最前線②創る

09

北
海
道
で
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
エ

ゾ
シ
カ
が
爆
発
的
に
増
加
し
、
深
刻
な
農
業
被

害
が
社
会
問
題
化
す
る
と
と
も
に
、
狩
猟
者
に

よ
る
人
家
や
森
林
施
業
地
近
く
で
の
発
砲
や
シ

カ
の
骨
・
皮
・
内
臓
等
の
残
滓
（
ざ
ん
し
）
の

放
置
、
敷
地
へ
の
無
断
侵
入
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
、
エ
ゾ
シ
カ
の
適
正
な
保
護
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
道
で
は
エ

ゾ
シ
カ
と
の
共
存
及
び
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
、
適

正
な
保
護
管
理
を
行
う
「
管
理
型
狩
猟
シ
ス
テ

ム
（
猟
区

＝
有
料
狩
猟
場
）
」
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
。

西
興
部
村
で
も
エ
ゾ
シ
カ
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
管

理
型
狩
猟
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
実
施
に
向
け
平

成

年
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
興
部
村
猟
区
管

理
協
会
」
が
村
内
関
係
者
等
に
よ
り
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
村
で
は
平
成

年
７
月
に
道
内
で

初
と
な
る
猟
区
の
許
可
を
受
け
、
西
興
部
村
全

域
を
猟
区
と
し
て
開
猟
し
ま
し
た
。

協
会
の
ハ
ン
タ
ー
育
成
活
動
に
よ
り
、
村
内

国道には猟区の看板が立つ

ＮＰＯ法人

西興部村猟区管理協会の活動目的 「
猟
区
」
と
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

道
内
初
の
猟
区

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
の
西
興
部
村
は
、
総
面
積
の

％
を

森
林
が
占
め
る
森
に
囲
ま
れ
た
村
で
す
。
村
で
は
、
有
害

鳥
獣
で
あ
る
エ
ゾ
シ
カ
を
多
方
面
に
利
用
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
と
共
存
す
る
む
ら
づ
く
り

ガイドハンティングの様子

村内の小学生を対象に
開催している自然教室

エゾシカを地域の自然資源と位置づけ

狩猟によって個体数管理を行い、農林

業被害を抑制すること

ガイド付きの狩猟によって安全な狩猟

を実現すること

入猟者の宿泊・飲

食や地元ガイドの

雇用により地域経

済に寄与すること

狩猟技術を蓄積し、

初心者のハンター

の育成を行うこと

⻄興部村

―
―

 

地
域
資
源
と
し
て
の
エ
ゾ
シ
カ

の
登
録
者
数
は
年
々
増
加
し
、
現
在
で
は

名

の
ハ
ン
タ
ー
が
、
エ
ゾ
シ
カ
を
は
じ
め
と
す
る

野
生
動
物
の
適
正
な
保
護
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
協
会
活
動
が
適
正
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
指
導
・
監
督
す
る
目
的
で
「
西
興
部
村
猟
区

管
理
運
営
委
員
会
」
を
村
、
各
関
係
機
関
、
団

体
、
学
識
経
験
者
で
設
立
し
、
毎
年
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

制
度
で
、
入
猟
者
数
・
入
猟
⽇
・
捕
獲
対
象
鳥

獣
の
種
類
・
捕
獲
数
な
ど
に
つ
い
て
管
理
者
が

独
自
の
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
料
の
猟

場
で
す
。
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エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
や
交
通
事

故
な
ど
多
く
の
被
害
が
未
だ
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
被
害
を
少
な
く
す
る
に
は
、
エ
ゾ

シ
カ
の
適
正
な
保
護
管
理
が
大
切
で
す
が
、

適
正
な
個
体
数
を
維
持
す
る
上
で
は
、
毎
年

度
一
定
数
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
猟
区
管
理
協
会
で
は
、

ハ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
カ
捕
獲
認
証
制
度

（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）

な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
に
も

力
を
入
れ
、
適
切
な
捕
獲
、
処
理
が
で
き
る

捕
獲
者
を
育
て
、
適
正
な
個
体
数
調
整
を
行

い
、
今
後
も
「
害
獣
」
で
は
な
く
「
地
域
の
資

源
」
と
し
て
エ
ゾ
シ
カ
と
共
存
し
て
い
け
る
環

境
を
さ
ら
に
目
指
し
、
エ
ゾ
シ
カ
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

鳥獣処理加工センター（ワイルドミート）

エゾ鹿皮なめし工房

観賞用として飼育されている「鹿牧場」
エサやり体験も人気となっている。

ま
た
、
村
に
は
、
平
成
２
年
に
村
民
の
有

志

名
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
西
興
部

村
養
鹿
（
よ
う
ろ
く
）
研
究
会
」
が
あ
り
、

村
か
ら
の
指
定
管
理
を
受
け
「
鹿
牧
場
」
の

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鹿
牧
場
は
敷
地
面

積
約
７
㏊
の
鹿
の
牧
場
で
平
成
７
年
度
に
２

頭
の
飼
育
か
ら
は
じ
め
て
現
在
で
は
約

頭

が
飼
育
さ
れ
、
今
で
は
村
の
観
光
名
所
と
し

て
も
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
鹿
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
は

村
外
の
人
に
も
人
気
で
あ
り
、
研
究
会
が
販
売

し
て
い
る
鹿
肉
の
缶
詰
「
鹿
夢
缶
（
か
む
か

ん
）
」
は
村
の
特
産
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
シ
カ
捕
獲
認
証
制
度
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）
」
と
は
エ

ゾ
シ
カ
協
会
が
認
証
団
体
と
な
る
認
証
制
度
で
、

2
つ
の
レ
ベ
ル
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
野
外
実

習
や
実
技
試
験
を
西
興
部
村
猟
区
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

創る ◆地域が動く・プロジェクト最前線②

シ
カ
の
有
効
活
用
の
た
め
に

射 撃 場

鳥獣残滓等処理施設

特産品の「鹿夢缶」と鹿革加工品

観
光
資
源
と
し
て
の
シ
カ

エ
ゾ
シ
カ
と
の
共
存

革製品 食肉

残滓処理

観光 解体

エゾシカ活用のサイクル

皮なめし

ハンティング

体
験
客
が
訪
れ
て
お
り
、
捕
獲
し
た
シ
カ
を

有
効
活
用
す
る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と

に
よ
り
、
エ
ゾ
シ
カ
の
利
活
用
に
関
す
る
先

駆
的
な
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
興
部
村
猟
区
管
理
協
会
で

は
、
エ
ゾ
シ
カ
を
地
域
の
自
然
資
源
と
位
置

づ
け
て
お
り
、
狩
猟
の
み
な
ら
ず
、
猟
区
内

の
生
態
観
察
ツ
ア
ー
な
ど
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の

企
画
、
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
皮
や
角
な
ど

の
付
加
価
値
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

村
と
し
て
も
関
係
団
体
と
の
連
携
や
体
制

構
築
を
図
り
な
が
ら
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

捕
獲
後
に
肉
等
を
処
理
す
る
「
西
興
部
村
鳥

獣
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー
（
ワ
イ
ル
ド
ミ
ー

ト
）
」
や
、
不
要
と
な
っ
た
内
臓
や
骨
な
ど

を
処
理
す
る
「
西
興
部
村
鳥
獣
残
滓
等
処
理

施
設
」
、
ハ
ン
タ
ー
の
技
術
向
上
の
た
め
の

「
西
興
部
村
射
撃
場
」
、
皮
や
角
を
利
活
用

す
る
た
め
の
「
エ
ゾ
鹿
皮
な
め
し
工
房
」
等

の
施
設
を
、
内
閣
府
の
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
や
道
の
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
等

を
活
用
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ

ア
ー
や
皮
な
め
し

工
房
に
は
道
内
外

か
ら
も
多
く
の

40
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ＵＲＬ︓ https://hkd-ouendankaigi.jp/info/tukuru.html
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